
    
      
        
          
        
      

    


Crack『ひび』

恐れと光についての哲学童話


わずかに明るい光が差し込んだ気がしたが、すぐ消えてしまった。

夕方？ よくわからない。ずっと頭をうずめて寝ていたから。

「トン」と聞き慣れた音がして、湿った重いまぶたを何とか持ち上げて返事をした。

「はい？」

「お、今は起きているんだね！朝はどうして何も言わなかったの？」

『影だったからなんだな。』

ほんの少し迷ったものの、温かくて優しい声に導かれて話した。

「実は、心がとても苦しくて......です。」

「うん、そうだったんだね。」

その時、右肩が触れている壁が

ほんのり暖かくなったような気がした。

...気のせい、かな？

「外に出るのが怖いの？」

「そうじゃなくて...はい...」

と答えながら、静かに頭を壁のほうへ寄せてみた。「あ、あたたかい...」

「少し前までは騒がしかったけど、今は静かでしょう？友達は皆、広い庭で遊んでいるよ。今は安心して話してごらん。」

声のする方へそっと顔を上げて聞いた。

「はい？庭ですか？そこは危なくないですか？」

「うん？どうしてそう思うの？」

「少し前に友達から聞いたんですが、庭には怖い動物が時々現れるそうです。野良猫や、時々あっという間にさらっていく鷹や鷲、それからたまに荒い犬にも出くわすことがあるって。」

「そうだね、そんな動物が突然現れるとびっくりするし、確かに怖いよね。」

「本当にそうなんですね。その話があって......それで外へは出たくありません。怖いです。」

「うん、分かるよ。以前にも何人かの友達が君のような心配をしていたよ。君が聞いた話の通り、危険な動物が時々現れるのは事実だね。いつも危険が潜んでいるから、僕も他の友達にもそんな危険に遭わないように祈っているんだ。」

「それに、私は人間......がいるから余計に出たくありません。」

「そうなんだね。」

けれど今は......
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その時、何か壁の外の右側で急にバタバタ音がした。何事かと思う間もなく、誰かがバタバタと駆け寄って来て、右の壁に

「三本目の指！」と叫ぶと、あっという間に去ってしまった。

びっくりした！何だろう......

聞き覚えのある声......

あ、そうだ。その友達は昨日外に出たんだ。壁越しで話していた時より、ずっとはっきり聞こえて一瞬混乱したけれど、間違いなくあの友達の声だった。面白かったあの友達を思い出して、思わず笑みがこぼれた。

「知っている友達かい？」

「はい。あの友達はすぐ隣にいたんですが、壁の外の話をたくさんしてくれました。自分がいた場所は外で一番近い境目で、偶然私のいる場所の近くまで来たって。」

「そうか、あの子は本当に敏捷だね。」

「そうですね。何の意味でしょうか......ところで、君は寒い？」

体が湿っていて時々ブルブル震えます。

「まあ、慣れているので平気です。」と言いながら、肩を寄せて頭をもっと下げて温もりを得ようとした時、左肩にも温かさが......今度は確かに感じました。

「人間が......あ、いや......もう行ってください。みんな待っているんじゃないですか？私は一人でも平気です。」

「大丈夫だよ。君と話すのが好きなんだ。話したいことは何でも話していいし、聞きたいことがあれば質問してもいい。」
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